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4． 東北地方に お ける代表的工 事の 概要

　　　石 油備蓄関係 の 土 木工 事 に 関 して

　 Chap．4Representative 　Construction　Works
Civil　Engineering　Works 　of 　 Oil　Storage　Facilities
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　我 が国 の 石 油国家備蓄計 画 は，昭 和 53年に制度化 され 石

油公団 に よ る 国家備蓄が開始され た 。 こ の 国家備蓄制度は ，

昭和63年度末ま で に 3000 万 klの 原油を 貯蔵す る こ と を 目

標 とす る も の で ， 以来 ， 国家備蓄基 地 建設 に つ い て は ， こ

れ ま で に 10地点 の 立地決定 が な され ， 現在建設 が 進 め られ

て い る。ま た，ユ0地点 の うち既 に 3地点 で は 備蓄が 開始 さ

れ て い る。

　東北地方で は，む つ 小川原 （青森県）， 秋田 （秋田県），

久慈 （岩手 県）の 3地点が選 定 され，各地 点固有の 条件を

も とに検討 され た結果 ， 地上式 ， 地 中式 ， 地下式 と異 なっ

た形式 の タ ン ク 構造 と な っ た 。 現在 ， むつ 小川原基地 で は

す で に 運転中で あ り，秋 田，久慈 の 各基地 で 建設中で あ

る。

　こ こ で は，現在建設 中の 秋 田 お よ び久慈 の 2 地点 の 工 事

計画 に つ い て 概要 を報告す る 。

2． 秋 田石油 備蓄基地

　秋田石油備蓄基地 は，現在，秋 田 県男鹿市船川地区 に お

い て 建設中 で ある。 当基地 は ， 総容量約 450 万 klの 備蓄

基地 と な る もの で，昭和57年 1 月 に 立 地が決定 され ， 翌年

昭和58年 5 月に 着工 し た
。 基地全体は ， 西基地 と東基地 お

よ び海上 の受払施設 か ら成 っ て い る （ロ絵 写 真
一7）。

　当報告 は ， こ の うち の 西基 地 地 中 式 原 油 タ ン ク 工 事

（30．5 万 kl1基 x4 基， 総容量 122 万 kl） に つ い て で あ り，

1 工 区 と 2 工 区 に分 け， それ ぞれ 2 基ずつ 建設 し て い る 。

現在 は，タ ン ク本体 の 構築 が ほ ぼ完 了 し，平成 元年度オ ィ

ル イ ン の 予 定 とな っ て い る。

　当 タ ン ク は，岩盤 （泥岩） 中に 建設 され る 円筒竪型 の 地

中式 タ ン ク で あ り， ア ン カ ー山留め に よ り岩盤 を直掘 り し

た後， タ ン ク本体を順巻き で構築す る工 法を採用 し た。岩

盤部の 掘削規模は，直径約 96m ， 深 さ 36〜39m で あ り，

直掘 り と して は我 が国 で も最大級 の 掘 削工 事とい える。こ

の よ うな大規模掘削で は ， 事前 の 調査 ボー
リン グ等 に よ り

　 鰍 田石 泊備蓄  建饌 部調査役

　艸 日本地 下 石 油傭蓄  　久慈事業所土 木 工事 課長
＊“

鹿島建設  　土木設訐本部 設計長
＊ ＊＊ ＊
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図
一1 国家石 油備 蓄基地 位置 図
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図一2　秋田石 油備蓄基地 の 概要
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詳細な 地盤条件を把握す る こ と に は 限度 が あ る。そ こ で本

工 事 で は，掘削 の 進捗 に 伴 う地 山挙動 の 動態観測 お よ び掘

削壁面観察 の 結果を，工 事 に フ ィ
ー

ドバ ッ クす る情報化施

工 を 実施 した。そ の 結果 ，岩盤 の 局 所的 な 弱部を早 期 に探

知して 適切な補強を講 じ る こ と が で き， 昭和60年10月 に無

事掘削工 事が完了 した 。

　本稿 は ， こ の 大 規模軟岩直掘 削工 事 の 実績 を， 1 工 区を

例 に と っ て報告す る もの で あ る 。

± と基礎 ， 3T− 3 （374）
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図
一3 地 中 タ ン ク構造概略 図

　Zl 　 工 事概要

　 タ ン ク の 諸元 は 次 の とお りで あ る。

　公称容量 ：30．5 万 kl

　型　　式 ： 揚水式地中タ ン ク

　内 　 径 ： 90．Om

　側壁高さ ：54．　5m

　最高液深 ：48．Om

　一
方 ， 土留め 工 は 次 の 仕様 で あ る 。

　形　　式 ：親杭 ア ン カ
ー

山留 め方式

　親　　杭 ：鋼杭 （2− ［380x100 ）

　 ロ ッ ク ア ン カー ； SEEE ス トラ ン ド （F　130〜F　270）

　 ロ ッ ク ボ ル ト ： 異形鉄筋 （D32）

　吹付 け コ ン ク リ
ート ： t ＝ 80　mm

　2，2　地盤条件

　当地点の 地盤 は，新第 3紀 の 船川層 （厚 さ約 600〜800

m ） が 分布 して い る 。船川層 は 主 と して 黒色泥岩か ら成 っ

て い る が ， 所 々 に凝灰岩 ある い は 凝灰質砂岩 の 薄層 を挟在

し て い る。地層 は 走向が ほ ぼ東西方向で ， 傾斜 が北落 ち 8

〜10
°

の 単斜構造 と な っ て い る。

　泥 岩 の
一一ts圧縮強度 （9u）は 20〜50　kgf！cm2 で，凝灰質

砂 岩 は g・
＝100kgf ！cm2 近 い 強度を有して い る。一

方， 泥

岩 の 圧密降伏応力 （ρの は ，深度 に 関係 な くPc・＝70・−100
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図
一4　ロ ッ ク ア ン カ

ー計画 （見 直し設計）

March ．　1989

　　　　kgf／cm2 の 範囲 に あ り ， 比 較的高 い 応力履歴 を受

　　　　けて い る こ と が うか が わ れ る 。 ま た ， そ の 他 の 特

　　　　徴 と し て は，乾 湿 を繰 り返す とス レ
ー

キ ン グ現象

　　　　を起 こ し や す い こ と な ど が 挙 げ ら れ る が ， 全体的

　　　　に は，ほ ぼ
一

様 な岩質 を有す る 岩盤 で あ る。

　 　 　 　 　2．3　 山留 め 工

　　　　　親杭は ， 外径 95．4m の 地 中タ ン ク の 外周円に 沿

　　　　っ て 5m ピ ッ チ に設 け られ る もの で， 2本だ き合

　　　　わ せ の 溝型鋼 ⊂380x100x13 × 20）を場 所打 ち 杭

　　　　工 法 で建 て 込 ん で 設置 した 。 親杭は ，
ロ ッ ク ア ン

　　　　カ
ー

の 定着部 とな る一
方，直掘削の 定規 の 働き を

　　　　持た せ た。っ ま り，当工 事 で は，掘削壁面 を側壁

　　　　 コ ン ク リートの 外型枠 として い る た め ， 親 杭の 建

　　　　込 み は高い 鉛直精度 が 要求 され た。した が っ て ，

削孔方法 の 選定 に 当た っ て は ， 施工精度が 保て ， し か も，

泥岩地盤 で 大 口 径 ， 大深度を効率よ く掘れ る新型 リバ ー
ス

機 を 開発 し て 削孔 を行 っ た。

　一方，ロ ッ ク ア ン カ
ーにつ い て は ，そ の 基本 とな る導入

力 の 設定を， FEM に よ る 岩盤 安定解析お よび す べ り計算

法 を併用 して 行 い ，1．5〜4．Otf1 皿
2
に 設定 し，さ ら に ， ア

ン カー
導入後 の 張力増加 （あ と荷）を10％ 見 込 ん で ア ン カ

ー
の 仕様を決定 し た。しか し， 初期の 掘削段階 に おける 計

測 の 結果，あ と荷 が 10〜40 ％ 程度見込 まれ た こ と と，総

導入力が 同 じ 場合，掘削上部 の 導入力 が大き い 方が地 山安

定上有利 で あ る と判断 し，ア ン カ
ー

導入力の 見直し を行 っ

た
。

　掘削中は ，
2m の 掘削ス テ ッ プ ごとに 掘削壁面 の 地 質 ，

地層等 の 観察 を行 い
， ま た ， 後述 す る計測管理 と併用 し て ，

安定管理を行 っ た 。 そ の 結果大部分は 事前の 地質調査 結果

で 想定 した地層構成 で あ っ た が ，

一部岩盤 の 弱層箇所 が確

認 され た。そ の た め，こ の 部分 につ い て最終掘削ま で の 予

測解析を行い ，安定上間題 とな る 箇所 に っ い て は ア ン カ ー

の 増打ち に よ る補強を行 い ，何 ら問題 な く最終床付け面 に

到達 した 。

　 さらに ， 掘削壁面 の 肌 落ち防止 お よび劣化防止 と して は ，

厚 さ 80mm の 吹付 け コ ン ク リ
ートを行 っ た。 ま た ， 掘 削

か ら吹付 け ま で の 期間 が ， 壁面 で の ほ か の 工 種 と の 関係 で ，

3 日 か ら 1 週間程度要 した た め ， こ の 間の
一

時的な ス レ
ー

キ ン グ防止 を 行 う必 要 が あ り ， 現地 で の 対策工 法比較試験

の 結果 ， 有効で あ っ た 「特殊 ア ク リル 樹脂 プ ライ マ ー
」 を

下地吹付け と して 採用 した。

　 2．4 計 測 工

　岩盤掘削工 事期間中に実施 し た 計測内容 は ， 大別 して 掘

削 に よ る 地 山 変形挙動 と地下水 の 挙動観測 で あ り， 十数項

目の 測定 デー
タ を 総合的 に活 用 して管理 した 。

　地 山変形挙動 に 対す る 安定管理 は ， 地山 の ひ ずみ， ロ ッ

ク ァ ン カー張力，地質観察を対象に して 行 っ た。こ の うち

地 山の ひずみ に つ い て は，地 山 の 変形 モ ードを 4 種類 に 分

71
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衷
一1　 直 面掘削 時の 管理 基準

3．　 久慈地下 石油備蓄基地

管理 項 目
STEP − 1 STEP − H　　　 STEP 一皿

・割れ 目，弱部は 　 ・
注意すべ

き割れ 　・警戒すべ き明
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で き 酬 最大 難 量 13 ・m 側 壁増 鉄 筋で 対 応 同　左

管｛　 　 　 　 　 　 r
ロ

ツ ク ア ン カー
張力

0．9ρDくρ＜1．1ρ。

（篇 鷲。カ）

0．70ρ包ま た は

0．85ρ
μ

（；鞠

ρ〃

類 し， そ れ ぞ れ の モ ードご と にひ ずみ を算定して ， そ れ と

泥岩 の 限界 ひ ずみか ら設定 した 管 理 基準 と照 らす こ とに よ

り行 っ た。当地点 の 泥岩 の 限界 せ ん 断ひ ず み は，一軸圧縮

試験結果か ら 1．0％ に 設定 し た
。

　当工 事 で採用 した管理基準 を表
一 1に 示 す。

　地 山 変形測定 の 結果 ， 最終掘削状態に お け る壁 面 の 最大

変形量 は約 3〜10cm 程度 で あ る が， その 内訳 は ， 弾性的

変形量 が 3〜5cm
， ずれ 変形量 が 0〜5cm 程度と な っ て い

る。ずれ変形 は ， 不連続面 の 存在等局所的 な地 質要因 に よ

る もの で あ り， こ の 部分 の 変 形 を 除 け ば ， 当初 　西坑ロ

FEM 解析 で 予測 し た 値 に 近 い 値 で あっ た。

　一方，
ロ ッ ク ア ン カ

ー
の 張力 に つ い て は，ア ン カ

ー導入後の 張力増加荷重 （あ と荷）は，弱層等が関

係して い る 箇所 で は40％程度 に 達 して い る例 もあ っ

た が ，

一般部で は平均15％程度であ り， 計画荷重以

内で あっ た 。

　2。5　あ とがき

　本掘削工 事 は ， 事前 の 確認調査試験お よび掘削途

中の 動態観測 を実施 し， 諸条件 の 早期把握 と対策 を

講 じた こ とに よ り，無事所定工 期内で 終 え る こ と が

で き た。今回 の 大規模 な軟岩掘削工 事 で得 られ た数

多くの データ および経験 を今後 の 同種工 事 に反映 さ

せ て い く予 定 で あ る。
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　 久慈地下石油備蓄基地 は， 岩手県久慈市 の 北東部 に 位置

す る半崎地 区に ， 現在建設中 で あ る。本基地 は，菊間基地

・串木野基地 とともに ， 我 が国 に は 前例 の ない 地 下 岩盤備

蓄方式 の 原油貯蔵施設 で あ る。

　地下備蓄方式 は，保安防災 と環境保全 の 面 で特 に優 れ て

お り，規模が大き くな れ ば経済的 に も有利で あ る と言 わ れ

て お り， 欧米 で はす で に実用化され て い る 。 我が国 にお い

て は，石 油公 団 に よ り， 太 陽石 油  菊間製油所敷地 内 に お

い て，昭和55年か ら57年に か けて の 実証実験 が行 わ れ ， 我

が国に お い て も適用可能で あ る こ とが確認 され た。久慈地

区は，昭 和 56年よ り立 地 可能性 の 調査 が 行 わ れ，昭和61年

4 月 に立 地 が決定した 。

　本基地 は ， 地下水面下 の 岩 盤内 に 掘削 した 10本 の 空洞 の

原油貯蔵施設 ， 基地沖合 2．2   に 設置され る 10万 DWT

級係留施設および海底 パ イ プ ラ イ ン ， 基地 に隣接す る県 の

埋 立造成地 に 設置 され る地上施設 よ りな る 。

　 昭和62年 1 月 に 非常用 トン ネ ル が着工 され た の に 引き続

き，東杭 口 の 各 ア ク セ ス トン ネ ル ， 水封 トン ネル ，貯油槽

と順次着工 され ， 平 成 5 年 2 月 の オ イ ル イ ン の 予 定 と な っ

て い る 。

　 3．1 工 事概要

　久慈基地 の 貯油槽は ， 掘削断面が卵型 で 花崗岩中 に掘削

された10本 の 地下式 タ ン クか ら構成され ， 備蓄容量 は 175

万 klとな っ て い る 。 岩盤 タ ン ク お よ び そ の 他 の 付帯す る

トン ネル は ， 坑口 部を除 い て 全面的 に吹付 け コ ン ク リート

と ロ ッ ク ボ ル トを支保工 とす る NATM エ 法が最終支保工

と し て 採用 され て い る。岩盤 タ ン ク の 掘削は ， 断 面 積 約

330m2 の 地下空洞 を総延長 5400m 掘削す る とい うもの で

あ り，我が国 で は 前例 の な い 岩盤掘削工 事 で あ る 。

　本文 に お い て は ，貯油槽 の 岩盤 タ ン ク を中心 に
， 計画 の

概要 につ い て報告す る。

　原油貯蔵施 設 の 全体鳥瞰図 は 図一 6 に示す とお りで あ り，

図一6 久慈地下石 油備蓄基 地 全体鳥瞰図
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表一一2　施設 計画概要

地

積

敷

面

地一巳音臥（ha）

地下部 （ha）

　　 　

　 　 　

　　 　

　 　 　

搬
　　　
　 　 　

　　 　

　 　 　

約　6

約 26175

　横穴 式水封貯蔵

　　固定水床式

　 　
一

αINO ．4
　 　 人工 水封

　 　 約
一20

　　− 100 以深

18×22 ×110D剛2跏

　 34．3’−69．0
　 　 　 3

　 　 　 175

表一 2に施設計画概要 を 示す 。 口絵 写真一 8参照

　 貯油施設 は，貯油槽 ， 貯油槽を掘削す る ため の 作業 トン

ネル A ・B な らび に タ ン ク 連絡 トン ネル A ・B ， 貯油槽 の

ユ ニ ッ ト間を接続す る タ ン ク連絡 トン ネル C ・D ， 火災等

の 緊急時の た め の 非常用 トン ネル ，原油受払 い 用配管 を設

置す る サ ービ ス トン ネ ル お よ び 貯油槽を人工 水封するた め

に 設 け られ る水封 トン ネ ル な らび に 水封作業 トン ネル よ り

成 っ て い る 。

　 3．2 地形 ・地質 に つ い て　　　　　　　　　　 、

　貯油槽は，．久慈市北東部 の 丘陵地 に位置 し，東側は太平

洋 に ，南側 は久 慈湾に 面 して い る 。 丘 陵地 は標高 200m 以

下 で あ り， 東北東
一

西南西 の 主沢 に よ っ て 開析され て い る 。

　山頂部は 定高性 を示 し，海岸沿 い に は 高さ70〜80m の 海

食崖 が 形成 され て い る 。

　貯油槽付近 に分布す る 海岸段 丘 は，高位 と低位に 大別 さ

れ ，そ れ ぞ れ 戸 段 丘 ，白前段 丘 に 対比 され る 。 高位段 丘 面

の 標高 は 170〜180m で あ り， 面 の 傾斜は極 め て 緩 い
。 低位

段 丘 面 は標高 80〜150m を示 し， 高位段丘 の 周辺部 に位置

し，海岸 へ 向か っ て 緩やか に傾斜 して い る。低位段 丘 は，

場所に よ っ て 標高135〜150m の 面 と 80〜110rn の 面とに

2 分 され る。

　貯油槽の 地質 は主 と し て 花崗岩か らな る 。

　　　　　　　　　　　表一3　力学物性
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March ，　1989

表一4　貯油槽計 測項 目一覧表

No ．1890

計　測 　項 　 目 頻

切羽部地質観測

  目視 ・ス ケ ッ チ

  　カ ラー写真

既 施工 区 間変状観 察
。
吹付 け コ ン クリート

　面 の 亀裂状態，ロ
ッ

　 ク ボル トの 変状 の 有

　無 を確認す るバ ト ロ

　
h

ノレ

・変状部 の 追跡 記 録

内空 変位計測

天端沈下童計測

埋設計器計測

  ロ ッ クボ ル ト軸力計

  地中変位訃

弾性波探査

度 ［ 棚 ・そ の 他

　1 回／ 1 進行長

｛連続ス ケ 。 テ

全断面 部，導 坑部， 切

騰1麟
1回 ／ 半月一1回 ／月

（一般部）

1回／ 日 （必要 箇所 ）

1回／ 日 N1 回／ 2 目

（必 要箇所）

1〜2 回 ／月 （必要箇所）

1回／ 日
・
定 時お よ び 必

要 時 （必要箇所）

特記仕様書 に 基づ く

全掘削期聞

頂設導坑掘削期間

全掘 肖ii期 聞

掘削期間（1回 ／ 半 月）

お よび 掘削完丁後観察

可 能期間 （1回／ 月）

掘削期間

変位が終慰する ま で の

聞 （1回／日 ）お よび

変位終息後6 日間 （1

回／ 2 日）程度

掘削期間

掘 削期間

掘 削期 間

　本 工事に 先立 っ て ， 調査横杭を貯油槽の 頂部 の 深度 まで

掘削して構築 した が，こ れ に よ る と，花崗岩 は C班 級 を主

体 と し，貯油槽設定対象区域を
．
含め た 広 い 範囲 で，ボ ーリ

　　　

図一7　貯 油槽標準断面

　  

 
广

 

     

    　  ．．

  　　   　
： ．

．　  

図
一8　貯油槽加背割図

73

N 工工
一Electronic 　 Library 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

No ．1890

ン グ調査 に よ っ て 求 め られ た 岩盤等級の 頻度分布 と ほぼ一

致 して い る。調査横杭 に おける 岩質，力学物性 を表
一 3に

示す。

　 3、3 工 事計 画 と計測計 画

　本基地 の 貯油施設建設工事は ， 規模 お よ び 施工 速度 に お

い て ，我 が国 で は前例 が な い 岩盤掘削工 事 で あ る 。そ の 内，

主要施設 で あ る ア
ー

チ 部   を頂設 と して掘削後，土平発破

お よ び ベ ン チ カ ッ ト発破 を行 い ，順次切 り下げ て大断面を

掘削す る。

　次 に ， 貯油槽で計画 され て い る計測項目を表一4に 示す 。

　内空変位お よ び天 端沈下測定は ， 貯油槽30m に 1断面 の

ピ ッ チ で 設置され る計測断面 で行う。 内空変位測定 は，プ

リズ ム と光波測距器に よ っ て行 う計画 で ある 。

　また，埋設計器に よ る測定は，貯油槽1 本当た り 2 〜 3

測線設置して実施す る 。 測定項 目は，ロ ッ ク ボル ト軸力お

よび 岩盤変位が計画 され て お り， 測定データ は トン ネル 坑

外の 計測室 で 自動計測 され る 。

　 さ らに ，切羽 部地質観察に つ い て は， 1発破進行 ごとに

地質状況を 目視に よ っ て 確認 して ， 地質展開図 に 詳細 を記

録する こ と と して い る。

　 3．4 あ とが き

　本基地建設工 事 は，地 下 備蓄方式 の 石 油貯蔵施設 で あり，

我 が 国初 の プ ロ ジ ェ ク トで あ る。本基地 建設 に 当た っ て は ．

実証 プ ラ ン ト建設 ・立地可能性調査等建設 に関す る 研究調

査 は 長年に わ た っ て行わ れ，種々 の 検討 が なされて きた。

工 事 は 貯油槽 に着手 した ば か りで あ り，今後工 事の 進捗 に

伴 っ て ， 幾多の 問題 に遭遇す る と思 われ る が，オ イ ル イ ン

に向け て 努力 し て ゆ きた い 。各方面 の 御援助 を お願 い した

い 。

nv ／v − − ww

国
土 壌地理学序説

松井　健著

　土壌学 は土質 工 学 の 周辺 関連分野 の一
っ と して位置付 け

られ ， そ の 接点は 土 の 物理化学的性質をは じ め ，生成，分

類 な どの 本質論や 土質改良，地 すべ り ， の り面緑化 な ど の

工 学的課題 に も及ぷ 。 し か し，接点 の 多さに もか か わ らず，

土質工 学分 野 へ の 土壌学 の 研究成果，手 法 の 移転 は必 ず し

もス ム ース と は 言え ない 。こ の 理由に は い くつ か の 原因が

あ ろ うが，土壌学が農学部の 農芸化学科 で教育され，実用

上 の 成果 の 多くが 農林関係 で 生 まれ て い る こ と と無関係 で

は な い で あろ う。 必然的に土壌学 の 教科書 ， 研究書も主な

視点 を農業に向け ， 特 に ， 化学，植物栄養，肥培管理 に重

点 が 置 か れ ，土 質 工 学関係者 に は と っ つ き に くい もの とな

っ て い る 。

　こ こ に紹介す る 『土壌地理学序説』 は こ れ ま で の 土壌関

係書 と ち が い ，野 外科学 と し て の 土壌学 の 確立 を試 み る 著

者の 長年の フ ィ
ール ドワ

ーク の 集大成 の 序論で あ る 。 著者

は 土壌 を単に 作物栽培の 場と して で は な く， 動植物 と同様

な 自然体と して と らえ る ペ ドロ ジー
の 目本 に お け る 創始者

の
一

人 で あり， こ の 本は土壌 の 生成 ， 分布 の 地理的法則性

に 視点 を置い た ユ ニ
ー

ク な もの とな っ て い る 。

　まず土壌地理学 の 性格 に つ い て 紹介 した の ち ， 野外で の

調査法を実践的 に述 べ て い る。土質調査 の 際の 観察， 記述

の 手 法 に も参考 に な ろ う。つ ぎに ，土壌 の 構成成分 ， 性質

の 記載が あ る が，こ れ は最小 限 に 止 ど め て い る。土壌 の 生

成過程，因子 につ い て の 記述 は 従来の 教科書 よ り密度が高
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く， 土質力学的性質の 持続性，土構造物 の 耐久 性 を考 え る

際 の ヒ ン トを与 え で くれ る。つ づ い て
， 土壌の 分類方法を

紹介 して い る。こ こ で は，土壌 を素材 ， 成因，気候 な ど の

生成因子 に よ っ て 生 じた 自然体と して と らえ る 立場 と実用

的分類 に 徹す る 立場の 両方が述べ られ て い る。日本 の 水 町

土壌 の よ うに 人為的影響の 強い 土 の 分類 で は独特 の 分類法

が 提案され て 興味深 い
。 最後 に，世界 と 日本の 土壌の 分布

が述べ られ ， ま さに ， 土 は 動植物 と同様 に 地球上 の 緯度と

高度に よ っ て バ ラエ テ ィ
ーが 生 まれ て お P ，同 じよ うな外

見で も土 の 種類，性質 は異 な る こ と を教え られ る。海外 で

の 建設工 事，コ ン サ ル タ ン ト業務 が ますます多 くなる 昨今．

外国 の 土 に 対す る正確な知識が必 要 と され る が，個 々 の サ

イ トの 土質調査 デ ータ の 解析 に も， こ の 種 の 知識は必須 と

なろ う。

　土質工 学 で は 土 は 素材，材料に すぎず，工 学的性質は そ

の 粒度 ， 物理 ・化学組成，水分状態 な ど に支配 され る と考

え ， 土質調査 で は こ れ ら を調査項 目 に組み 込 ん で い る 。 し

か し，土 の こ の よ うな材料特性 が一定 の 法則性 に した が っ

て 地理的 に分布す る も の な ら ， こ れ を利用 しな い 手 は な い
。

本書 に は 土質工学的デー
タ の 記載は な い が，こ こ に 記載さ

れ た 土壌分布 と の 重 ね 合 わ せ が で き れ ば有効性 が さ ら に増

すで あ ろ う。 今後の 土 質工 学 の 発展 の
一

方向をも示唆 して

い る よ うに思 う。　　　　　　　　　　　 （川地 武）
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